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薬剤耐性微生物
(Antimicrobial drug resistance, AMR)
細菌感染症の予防、治療には、細菌の増殖を抑える、

または細菌を殺す抗菌薬が用いられることが多い。
抗菌薬が効かない薬剤耐性菌の出現、拡散が大きな社

会問題になっている。
薬剤耐性菌を含め薬剤耐性微生物(AMR)感染症による

死亡者数は、2050年に年間1000万人と予想されており、
現在のがんによる死亡者数を上回る。

<Antimicrobial Resistance: Tackling a crisis for health and wealth of nations. UK, December 2014
Tackling Drug-resistant Infections Globally: Final Report and Recommendations. UK, May 2016>
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薬剤耐性菌の検出の流れ

患者さんより検体の採取
↓

培地で培養
↓

菌種の同定と
薬剤感受性試験（ディスク拡散法、自動薬剤感受性装置）
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従来技術とその問題点

新規の薬剤耐性菌や
本邦では珍しくないが欧米では稀な薬剤耐性菌を中心に
検出法（見つけ出す方法）が確立されていない薬剤耐性菌
が存在。
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本邦で分離した新規薬剤耐性菌
ペニシリン低感受性
B群レンサ球菌

カルバペネム低感受性緑色レンサ球菌 カルバペネム低感受性インフルエンザ菌
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本邦で分離した新規薬剤耐性菌
ペニシリン低感受性
B群レンサ球菌

アンピシリン耐性インフルエンザ菌 カルバペネム低感受性インフルエンザ菌

2024年
WHO 優先すべき病原体リスト（細菌）

<https://www.who.int/publications/i/item/9789240093461>



7

本邦で分離した新規薬剤耐性菌
ペニシリン低感受性
B群レンサ球菌

カルバペネム低感受性緑色レンサ球菌 カルバペネム低感受性インフルエンザ菌
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本邦で分離した新規薬剤耐性菌
ペニシリン低感受性
B群レンサ球菌

ベータラクタム系抗菌薬の標的分子、
ペニシリン結合タンパク質に
アミノ酸置換を獲得し、耐性化
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新技術の特徴・従来技術との比較

• これまで、これらの薬剤耐性菌を適切に検出できる抗菌薬は
知られていない。

• ペニシリン低感受性B群レンサ球菌、カルバペネム低感受性
緑色レンサ球菌、カルバペネム低感受性インフルエンザ菌が、
それぞれ高い耐性度を示す抗菌薬を複数、見つけ出すことに
に成功した。
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想定される用途

• 該当する薬剤耐性菌を検出できる抗菌薬含有ディスク
• 該当する薬剤耐性菌、それぞれのみを増殖させられる
選択培地や分画選択培地。

• 各社が販売されている自動薬剤感受性装置のパネルや
カードに、同定した抗菌薬を含めることで、該当する
薬剤耐性菌それぞれの検出が容易になることが予想さ
れる。
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競合技術との比較

表現型（直接的）遺伝子型（間接的）

簡便

煩雑

薬剤耐性菌の検出法の比較

寒天平板希釈法
微量液体希釈法

ディスク拡散法

E test

シークエンス法

PCR法

イムノクロマト法

LAMP法

自動薬剤感受性装置
選択培地

最初に使用される検査法は、
・ 簡便
・ 直接的な表現型
・ 安価
なモノが選択される。

医療現場の細菌検査に
かけられる経費は、１
検体あたり数千円
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実用化に向けた課題

• 今後、実用化に向けて、試作品を作成し、臨床検体を
用いた実験等を重なることが必要。

• 医薬品医療機器総合機構(PMDA)との協議を行い、体
外診断医薬品として必要なデータを集積させることが
必要。
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社会実装への道筋

時期 取り組む課題や明らかにしたい原理等 社会実装へ取り組みについて記載

基礎研究 ・検出に適した抗菌薬の同定が完了

現在 ・各抗菌薬の濃度範囲の決定

１年後まで ・試作品の作成
・臨床検体を用いた実験
・品質管理の確立

企業と協業開始
PMDAと協議

２年後まで ・販売開始
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企業への期待

• 抗菌薬含有ディスク、選択培地や自動薬剤感受
性装置を販売されている企業へのライセンスア
ウトを希望。

• 本邦で問題になっている薬剤耐性菌の検出を強
化したいとお考えの企業にとって、有用な技術
と思われる。
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企業への貢献、PRポイント

• 該当する薬剤耐性菌株を保有しているため、本技術
の導入にあたり必要な追加実験を行うことも可能。
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：カルバペネム低感受性ヘモフィルス・
インフルエンザ菌の検出方法および該検出方法に用い
る培地

• 出願番号 ：特願２０２５－１６５１８３
• 出願人  ：国立大学法人東海国立大学機構
• 発明者  ：木村幸司、石川結惟、柴山恵吾
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：カルバペネム低感受性緑色レンサ球菌の検
出方法および該検出方法に用いる培地

• 出願番号 ：特願2023-175871
• 出願人  ：国立大学法人東海国立大学機構
• 発明者  ：木村幸司、久利一翔、荒川宜親、柴山恵吾
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：カルバペネム低感受性緑色レンサ球菌の検
出方法および該検出方法に用いる培地
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：ペニシリン耐性Ｂ群連鎖球菌（Ｇｒｏｕ
ｐＢｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ）を識別する方法及び
識別用キット

• 出願番号 ：特願2006-190059 特開2008-017723
• 出願人  ：財団法人ヒューマンサイエンス振興財団
• 発明者  ：木村幸司、黒川博史、荒川宜親
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：ペニシリン耐性Ｂ群連鎖球菌（Ｇｒｏｕ
ｐＢｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ）を識別する方法及び
識別用キット
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お問い合わせ先

東海国立大学機構名古屋大学
学術研究・産学官連携推進本部
メディカルイノベーション推進室

ＴＥＬ 052－744 － 2189
e-mail miu2＠t.mail.nagoya-u.ac.jp


	薬剤耐性菌を安価で簡便に検出
	薬剤耐性微生物�(Antimicrobial drug resistance, AMR)
	薬剤耐性菌の検出の流れ
	従来技術とその問題点
	本邦で分離した新規薬剤耐性菌
	本邦で分離した新規薬剤耐性菌
	本邦で分離した新規薬剤耐性菌
	本邦で分離した新規薬剤耐性菌
	新技術の特徴・従来技術との比較
	想定される用途
	競合技術との比較
	実用化に向けた課題
	社会実装への道筋
	企業への期待
	企業への貢献、PRポイント
	本技術に関する知的財産権
	本技術に関する知的財産権
	本技術に関する知的財産権
	本技術に関する知的財産権
	本技術に関する知的財産権
	お問い合わせ先

